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特殊人孔

　所を調査・選定し耐震対策実施設計を行うものである。 特殊3号型人孔

特殊4号型人孔

特殊人孔(分水人孔)

　する。 特殊人孔

特殊6号型人孔

特殊6号型人孔

　震対策実施設計を行うこととした。 特殊6号型人孔

　No.1、4、7、8の4箇所 特殊人孔

特殊人孔(分水人孔)

　No.2、3、5、6、9～15の11箇所 特殊人孔

　 (ただし、No.13は除外) 特殊人孔

特殊人孔(分水人孔)

　所、「有筋壁による壁面補強」が1箇所となった。 特殊7号型人孔

　 特殊人孔

躯体幅 0.4m縮小

補強高さ 1.6m

用心鉄筋　 D13 @ 0.30m

側壁全面　0.28m幅縮小

補強高さ 側壁全面

(外)D22 @0.14 (外)D16 @0.25 鉄筋 D13 @ 0.25m

(内)D22 @0.14 (内)D16 @0.25 躯体幅 1.0m縮小

(外)D16 @0.30 (外)D13 @0.30 補強高さ 2.2m

(内)D16 @0.30 (内)D13 @0.30 用心鉄筋　 D13 @ 0.30m

躯体幅 1.2m縮小

補強高さ 1.75m

(外)φ13 @0.20 (外)φ9 @0.20

(内)φ13 @0.20 (内)φ9 @0.20 躯体幅 1.5m縮小

(外)D10 @0.25 (外)D19 @0.15 補強高さ 1.7m

(内)D10 @0.25 (内)D19 @0.15

(外)D16 @0.25 (外)D16 @0.25 躯体幅 0.6m縮小

(内)D16 @0.25 (内)D16 @0.25 補強高さ 1.6m

(外)D16 @0.22 (外)D16 @0.22 用心鉄筋　 D13 @ 0.30m

(内)D16 @0.22 (内)D16 @0.22 側壁全面　0.15m幅縮小

(外)D22 @0.14 (外)D22 @0.20 補強高さ 2.1m

(内)D13 @0.14 (内)D19 @0.20 用心鉄筋　 D13 @ 0.30m

(外)D19 @0.25 (外)D22 @0.14

(内)D19 @0.25 (内)D22 @0.14

(外)D19 @0.125 (外)D19 @0.10 補強高さ 側壁全面

(内)D19 @0.25 (内)D19 @0.20 用心鉄筋　 D13 @ 0.30m

(外)D22 @0.125 (外)D13 @0.30 照査箇所8は、0.2m縮小

(内)D16 @0.125 (内)D13 @0.30 照査箇所12、13は、1.1m縮小

(外)D19 @0.30 (外)D16 @0.30 照査箇所8は、1.75m

(内)D19 @0.30 (内)D13 @0.30 照査箇所12、13は、0.9m

(外)D19 @0.25 (外)D16 @0.20 用心鉄筋　 D13 @ 0.30m(照査8部のみ)

(内)D13 @0.25 (内)D16 @0.25 側壁全面　0.3m幅縮小

(外)D25 @0.15 (外)D25 @0.30 補強高さ 側壁全面

(内)D19 @0.15 (内)D19 @0.30 用心鉄筋　 D13 @ 0.30m

(外)D16 @0.11 (外)D10 @0.20 ※. 照査断面位置は、次頁に示す「既設診断結果　判定図」を参照のこと。

(内)D19 @0.11 (内)D10 @0.20
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耐震補強工基本パタ－ンの概念
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耐震診断結果
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下水道管路施設のうち、特殊人孔の耐震対策実施設計　概要書

耐震計算の結果、耐震補強工法は「コンクリ－ト充填による躯体縮小」が9箇

S61年度

S63年度

10

11

業 務 概 要

No

1
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耐震診断
15箇所

耐震対策必要無

耐震対策必要有

S53年度

S54年度

S51年度

S53年度

H04年度

本業務は、管路施設の耐震化を実施するため、重要な幹線等に位置付けら

れた管路施設のうち特殊人孔に着目し、緊急輸送路下の耐震化が必要な箇

耐震化が必要な下水道施設(特殊人孔等)は右表「耐震診断選定箇所」の

15箇所を選定し、耐震診断の結果から耐震対策が必要な人孔10箇所を選択

15箇所の人孔の耐震診断を行った結果、11箇所について耐震対策が必要

であることが判明し、耐震対策優先度等を考慮して10箇所の人孔について耐

人 孔 種 別
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耐　　震　　診　　断　　結　　果　　　判　　定　　図

No.1　特殊人孔　S53年度 No.2　特殊3号型人孔　S55年度 No.3　特殊4号型人孔　S42年度 No.4　特殊人孔(分水人孔)　S45年度 No.5　特殊人孔　S52年度

No.10　特殊人孔(分水人孔)　S53年度

No.11　特殊人孔　H04年度 No.12　特殊人孔　S61年度 No.13　特殊人孔(分水人孔)　S63年度 No.14　特殊7号型人孔　S62年度 No.15　特殊人孔　S45年度

No.6　特殊6号型人孔　S53年度 No.7　特殊6号型人孔　S53年度 No.8　特殊6号型人孔　S54年度 No.9　特殊人孔　S51年度




